
えんたくんまとめ①
「設備」
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汚い川もあるけれど

清流が好き

設備＝映え

行く目的ができる

なぜ「設備」で

にぎわいが生まれる？

誰でも来やすい

ついでに来れる

ベンチで休める

遊べる

わざわざ行く価値

行って良かった

空中ブランコ

映える設備→目的

唯一性

土がたまる

草が生える

きれいにする

子供が寄りやすくなる

子供だけでなく

“人”が来る

きたない所には人は来ない

“コロナ”安心できる所

下川

水を流すだけ

もったいない

草ボーボー

日本人⇒川好き

川→入る、見る、聴く

ピンクロード

管理が大変

安全になる

そこで過ごせる

居心地

昔の下川は？

田んぼの中のただの水路

治水して今の姿に

カイダンを作る

居る場所を良くする

流れる＝変化を見に行く

魚、滝、音、せせらぎ

動きがある

川の周り→文明発展

好きなのかな

＝
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えんたくんまとめ②
「環境」
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水質問題

治水問題

人が集まりやすい又は

集まりたくなるような

状況や場所

なぜ「環境」で

にぎわいが生まれる？

綺麗な川辺

木々が美しい

散歩したくなる

発信も必要

みんなが来易い道

集まれるスペースインフラ整備

＋人による情報発信

行きやすさ（交通）

名産、食、

子供、大人

メリット・

デメリット

ふん害

いろいろな年齢

の人が集まる

安心安全

交通の便

日常で人が集ま

ればイベント

なくてもＯＫ

散歩ができる

平和 お金

興味を引く

ゴミ問題

人が集まる

継続維持

日常生活での

安心感や安全

経済効果 地域活性化

山田錦、

下川だけではなく

消費、経済

花火、

ゴミもある

インフラ

川に入れ

たら良い

心配：水質

安心安全

川だけで価値

があるか

溢れそうになった

川を中心に

活用する

仕掛

タピオカ、

サンショウウオ、コン

ニャクに形変える

近所と遠方

移住者

日常的に来たくなる

継続できる

システム

安心感を持て

ると集まる

子供・高齢者

当たり前に寄

れるベースの

環境があれば

目的明確に

流行

あきられない

きれいな所に行

きたい特色ある

ものを見たい

美しい景観

写真を撮りたくなる

人を呼べる

環境

体験ができる

＝

(スタート)

便

昔 インフラ 国鉄

地域で
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えんたくんまとめ③
「イベント」
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活動の場

宣伝

特別感

わくわく感

日常とは違う

なぜ「イベント」で

にぎわいが生まれる？

集客

社会的貢献

出かけるきっかけ

→情報

希少性

独自性

普段出来ないことができる

行く目的

興味があること

好き

コロナが

終わった実感

家族で楽しめる

楽しみ

ターゲット

目的

楽しいから

興味があるから

人の集まり・活動

キャンペーン

子供の楽しみ

興味のあるイベント

非日常、体験

経済効果
変化

活動・社会的

認識

雰囲気に

ひかれる
子どもの楽しみ

子どもを連れて

行ってあげたい
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えんたくんまとめ④
「映え」
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興味の確認

その風景を実際に

見に行きたくなる

なぜ「映え」で

にぎわいが生まれる？

思い出

地域の特色

示すもの

ＳＮＳ

若い世代

旅行行きたい

聖地巡礼

田舎と

商業施設

市民が自分達の

力で変えていった

プライド

興味が生まれて

集まってくる

町・街・キレイ・オシャレ

田舎

原風景

懐かしさ

少年時代

カメラの向上

子供が見て“行きたい”

と言い出す

清掃すらもイベ

ント映え化する

優越感

自分の新発見

加東らしさ

大自然

ネット配信

の効果大

体験できる

市民参画

配信したくなる

景観とする

発信；自分の発信の新発見

他人が知らない

変化を発信する

プロセスのストーリー

地元の人へもこ

こはどうですか

とオススメ

現状→未来

変化（プロセス）

ハロウィン

清掃

発信したく

なるもの

加東市のものとし

てきれいである

「映え」とは

発信⇔確認

カメラマン

推し

写真を撮って

拡散される

やりやすい

今は汚い

きれいになる

変化

心震わせる

ランニングも

見せていく

共感して

ほしい

「いやし」

ほこりに思う

気軽に写真

撮れる

自慢 心に届く

風景写真

若い世代

ＳＮＳ発信

認知度向上

興味をそそる
プロのカメラマン気分

役所だけ

限界あり

ただの山

ただの水

もきれいに撮れる

YouTube

インスタグラム

ツイッター

写真

がんばるストーリー

}⇒行きたい
確認作業

心がふるえる
受信{

＝
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えんたくんまとめ⑤
「世代の集客」
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少子高齢化

にぎわい

＝

子供・親・お年寄りの集まり

なぜ「世代の集客」で

にぎわいが生まれる？

伝承

近所のつきあい
学校通学路

見まわり

住むなら

加東市

都会にはない

アクションのきっかけ

＝子供

高齢者＝

動かないイメージ

伝統の伝承

家族の人数＝消費の力

地域活動の場

家族のありかた

世代ごとの集まり

三世代の参加

地域活動

地域の子育て

↕

社会で子育て

消費の幅

お金ある

消費する 家族
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えんたくんまとめ⑥
「人」
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中心となる人が重要

新たな発想

うまく運営する力

求心力＝例えば有名人

なぜ「人」で

にぎわいが生まれる？

マンネリ化しない

若い世代から広がる

発信力が高い

ボリューム

フレッシュ感

活性化

自然と人の調和

人⇒子供、大人、老人

が楽しめる

新しい物

多くの人が寄れば

新しい空気が生まれる

変化

インフルエンサー

人気のお店

老人の価値

↓

川遊びの方法、

遊び方

人が人を呼ぶ；

若者の力

安心感；

行っても大丈夫

交流

さみしさ、さびれ感

人気のお店

伝えたくなる

伝承

並んでいる所に行きたい

価値を伝える

おしゃべりしたい

つながりたい

両思いに

双方向

知名度
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